
交換留学報告書 
 

* この報告書に記載される内容は多文化社会学部のウェブサイトに記載いたしますので、予めご了承ください。 

氏名 大隈 連 学年（渡航時） ３年 

派遣先大学 パリ東クレテイユ大学 

国・地域 フランス 

派遣期間 2024 年 １ 月 ～ 2024 年 12 月 

 

履修科目 

1学期目 

履修科目 授業内容 

Global Brand Management / Marketing グローバルブランドの構築と管理に関する戦略や原則を学ぶ 

Doing Business Abroad / Intercultural 
Management 

外国でビジネスをする際に必要なことについて勉強する 

Principle of human resource 
management 

基本的な HR（人事）実務を学ぶ 

supply chain management サプライチェーンの設計、実施、最適化に関する知識を習得する 

2学期目 

履修科目 授業内容 

Data Analysis 統計や分析ツールを用いてデータを解釈し活用するスキルを身に

つける 

Organization theory  組織の構造や行動に関する理論を学ぶ 

Competitive Intelligence / Strategic 
Analysis 

市場競争における情報収集と戦略策定を学ぶ 

Game Theory and Public Economics 意思決定や戦略的行動を分析するためのゲーム理論と、公共財

や政府の経済政策を理解するための公共経済学を学ぶ 

Development Economic 発展途上国の経済成長や開発に関する理論と実践を探求する 

 

留学レポート（1,500字以上） 

大学 

① 授業 

L3の授業 

少人数制のクラスで、フランス人学生数名と留学生を含めた約 12 人で構成されています。事前に文章を読み

込み、グループでスライドを作成することが主な課題です。評価方法は授業への参加率、発表、テストの 3 つで

構成され、授業時間は基本的に 3時間です。 

L2の授業 

フランス人学生 14 人と留学生 6 人の混合クラスで進行します。多様な背景を持つ学生と学び合える環境が特

徴です。 

 

② その他 

カフェテリア 

学内のカフェテリアでは、約 3ユーロでランチを楽しむことができ、学生にとって非常に経済的です。 



図書館 

図書館は夜 8時まで開館しており、静かな環境で勉強することが可能です。 

バディ制度 

留学生 1人に対して 1人のフランス人学生がバディとして付き、現地生活のサポートを受けることができます。 

 

生活 

① 費用  

1か月の支出 

食費 60,000  

住居費 73,000  

水道・光熱費 6,500  

通信費 3,600  

交通費 5,000  

生活費 6,000  

娯楽費 35,000  

その他 11,000  

合 計 200,000  

 

② 食事  

フランスのスーパーでは野菜、パスタ、ベーコンなどを比較的安価で購入できます。一方で、飲食店での食

事は 10ユーロ以上かかることが一般的です。 

 

③ 冬は曇りの日が多く、晴天は少なめです。 

 

④ パリという街 

パリは世界各国から多様な物や人が集まる都市で、必要な物はほとんど揃います。日本食は特に人気があ

り、日本の物を扱うスーパーも存在します。 

 

⑤ 公共交通機関 

電車（RER）、地下鉄、路面電車、バスなど公共交通機関が整備されています。また、深夜バスも利用可能で

す。大学近くには地下鉄 8 番線の駅があり、パリで最も使用されているバス路線 TVM の停留所も近くにありま

す。ただし、ストライキによる運休が頻発する点に注意が必要です。大学生は 1 年間の交通パス「Imagine R」

（370ユーロ）を利用すれば、Zone1～5全域で公共交通機関を自由に利用できます。 

 

留学を通して 

・新たな学問 

 長崎大学で学んでいなかったマネジメントやマーケティングといった分野を少人数クラスでグループディスカッ

ションやプレゼンを通じて学ぶことができました。最初は授業の進め方に戸惑いましたが、次第に適応できるよう

になりました。 

 

・新たな出会い 

 フランス人学生や他国からの留学生と交流する機会が多く、新しい友人を世界各国に持つことができました。 

 

・フランス語 

 留学先の大学では、留学生用にフランス語の授業が提供されています。初学期は初心者クラスで基礎から学

び、後期は文法やリスニングを強化するクラスに進むことができました。また、日常生活ではスーパーやレストラン

でフランス語を使う機会が多く、実践的な学びとなりました。 

 

・多様性  

移民大国であるフランスの首都パリでは、多様な背景を持つ人々と触れ合い、日本とは異なる価値観や文化に

溢れる環境を体験しました。 

 
 



・日本という国の魅力を再認識 

フランスで多くの人々が日本文化に親しんでいる様子を目の当たりにし、日本の魅力を再認識しました。日本か

ら来たことを伝えると親しみを持って接してもらえる機会が多くありました。 

 

その他 

• CAF（住宅補助） 

フランス政府の家賃補助を学生として受けることが可能です。 

• 学生割引 

美術館をはじめ、多くの施設で学生割引があり、美術館はほぼ無料で入館可能です。 

• 病院 

医療予約は「Doctolib」から簡単に手続きできます 

• VISA手続き 

渡航直前に VISA を受け取り、フランス到着後はオンラインで手続きが完了します。 

• 銀行 

LCL ピラミッド支店には日本人スタッフが常駐しており、安心して手続きできます（500 ユーロの預け金

が必要）。 

• 携帯電話 

EU圏内でインターネット利用が可能なプランが一般的です。 

• おすすめサイト 

o Mixb Paris：日本人向けコミュニティサイト（住居やアルバイト情報あり） 

o ESN Paris：留学生向けコミュニティで毎週イベントを開催しています。 

 

 

留学中の写真（5枚程度） ※写真のキャプションも入れること 

 

 

 

PSGの試合観戦 エッフェル塔 

  



 
友人の誕生日パーティー 

 


